
 四日市市障害者の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例をここに公布す

る。 

平成２８年３月２３日 

四日市市長  田 中 俊 行 

 

四日市市条例第１号 

四日市市障害者の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 

四日市市障害者の医療費の助成に関する条例（昭和４８年四日市市条例第９号）の

一部を次のように改正する。 

 

改正後 改正前 

（定義） （定義） 

第２条 この条例において「障害者」と

は、次の各号のいずれかに該当する者を

いう。 

第２条 この条例において「障害者」と

は、次の各号のいずれかに該当する者を

いう。 

(1)から(3)まで （略） (1)から(3)まで （略） 

(4) 精神保健及び精神障害者福祉に関

する法律（昭和２５年法律第１２３号

）第４５条第２項の規定により精神障

害者保健福祉手帳の交付を受けた精

神障害者で、その障害の等級が１級又

は２級のもの 

 (4) 精神保健及び精神障害者福祉に関

する法律（昭和２５年法律第１２３号

）第４５条第２項の規定により精神障

害者保健福祉手帳の交付を受けた精

神障害者で、その障害の等級が１級の

もの 

２ （略） ２ （略） 

  

（助成の範囲） （助成の範囲） 

第４条 本市は、国民健康保険法若しく

は社会保険の規定により障害者が療養

の給付を受けたとき、他の法令による医

療に関する給付を受けたとき又は被保

険者若しくは組合員が障害者に係る療

養費、家族療養費若しくは訪問看護療養

第４条 本市は、国民健康保険法若しく

は社会保険の規定により障害者が療養

の給付を受けたとき、他の法令による医

療に関する給付を受けたとき又は被保

険者若しくは組合員が障害者に係る療

養費、家族療養費若しくは訪問看護療養



費の支給を受けたときに、被保険者又は

組合員(被保険者又は組合員であった者

を含む。以下同じ。)が負担すべき額(

医療費に対する付加給付制度があると

きは、現に給付がなされるか否かにかか

わらず、この条例の適用がないものとし

た場合に当該付加給付制度による給付

を受けることができる額を控除した額)

を助成する。ただし、第２条第１項第４

号に掲げる障害者でその障害の等級が

２級のものにあっては、通院に係る医療

費に限り助成する。 

費の支給を受けたときに、被保険者又は

組合員(被保険者又は組合員であった者

を含む。以下同じ。)が負担すべき額(

医療費に対する付加給付制度があると

きは、現に給付がなされるか否かにかか

わらず、この条例の適用がないものとし

た場合に当該付加給付制度による給付

を受けることができる額を控除した額)

を助成する。 

２ （略） ２ （略） 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２８年９月１日から施行する。  

 （経過措置）  

２ 改正後の四日市市障害者の医療費の助成に関する条例の規定は、この条例の施

行の日以後に行われる診療に係る医療費の助成から適用し、同日前に行われた診

療に係る医療費の助成については、なお従前の例による。 

（健康福祉部障害福祉課） 


